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自動車産業を取り巻くメガトレンド

 ツナガル・自動化・利活用・電動化（いわゆるCASE）の潮流が産業構造を大きく変革。
 日本が引き続き世界のイノベーションをリードできるよう、来たる構造変化を先取りする戦略
を官民で共有し、競争力を高めていく必要がある。

Connectivity
車のツナガル化、
IoT社会との連携深化

Shared&Service
車の利用シフト、
サービスとしての車

Autonomous
自動運転社会の到来

Electric
車の動力源の
電動化

産業構造変化
への対応が急務に

• 新たなプレイヤーとのイノベーション競争
• ハードからソフトへの付加価値シフト
• 利用段階ビジネスの拡大
• 必要となる開発投資の大規模化
• 新たな人材確保・育成の必要性
• 部素材サプライヤーの経営革新の必要性

etc.
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中小企業支援プラットフォーム

中小企業支援プラットフォーム（イメージ）

 中小企業庁でワンストップでサービスを提供できるプラットフォームを今後構築していく。

 事業者からの申請データを利活用し、個々の事業者のニーズに合わせた形で行政サービスを提供
する。１つのIDで様々な行政手続をワンストップで行える環境整備、行政手続で２度同じ申請
情報を入力しなくてよいワンスオンリーを実現。さらにプッシュ通知などを通じて、最適な行政サービ
スを提供。

許認可等手続 イベント情報 補助金申請 経営関連情報

個別事業者のデータを利活用
して最適な行政サービスを
プッシュ通知。

法人共通認証基盤

１つのサイトですべ
ての中小企業支援
サービスにアクセス
できるプラット
フォームを構築。

※矢印は情報の流れ中小企業

• １つのIDで様々な行政手続をワン
ストップで行える環境を整備。

• 行政手続で2度同じ申請情報を入
力しなくてよいワンスオンリーを
実現。
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法人向行政サービスのワンストップ
・ワンスオンリー化に向けて

～ ～


